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令和 3 年度 第 1 回特別天然記念物野幌原始林調査委員会 事前資料-01 

 

令和 2年度 特別天然記念物野幌原始林緊急調査業務委託他報告書 

概 要 版 
 

1. 調査目的 

北広島市共栄及び西の里には、開拓によって消失した石狩平野の自然において遺存する唯一の原生的な針広混

交林である特別天然記念物野幌原始林（以下、「野幌原始林」という。）が分布している。 

野幌原始林の既指定地に加え、令和元年 10月に約 20haが特別天然記念物に追加指定されたことから(以下、追

加指定地とする)、特別天然記念物野幌原始林調査委員会での検討を踏まえ、野幌原始林の現地調査を実施するも

のである。 

野幌原始林の保存・活用を検討に資する基礎資料を作成するため、追加指定地の現況把握のための調査を実施す

る。 

 

なお、本報告は以下の業務報告書の内容を抜粋したものである。 

「令和 2年度 特別天然記念物野幌原始林緊急調査業務委託」 

「令和 2年度 特別天然記念物野幌原始林緊急調査業務委託（ドローン撮影）」 

「令和 2年度 特別天然記念物野幌原始林緊急調査業務委託（トドマツ分布図作成）」 

 

 

2. 調査箇所 

調査箇所は以下のとおり北広島市「特別天然記念物野幌原始林 追加指定地及び既指定地」である。 

 

 

図 2-1 調査箇所 

 

3. 調査項目 

調査項目は以下のとおりである。 

表 3-1 調査項目  

現地調査 既存資料調査 

調査項目 調査回数、時期 調査項目 

1．現地調査  3．既存資料収集調査 

1-1 景観調査（ドローン撮影） 落葉期かつ積雪前 1回（11月） 2-1収集した資料 

1-2 林況調査 積雪期 1 回（1月） 2-1野幌原始林の変遷 

1-3 植生素図作成 ドローン撮影した空中写真判読 2-3野幌原始林での確認種 

1-4 トドマツ及びササ類分布 ドローン撮影した空中写真判読 4．自然保護上重要な地域に関する検討 

（令和 3 年度調査の課題） 

1-5 クマゲラ利用木の確認 積雪期 1 回（1月）  

2．指定地内のトドマツの位置

（ドローン撮影） 

落葉期かつ積雪前 1回（11月） 

ドローンした撮影空中写真判読 
 

 

4. 現地調査 

4-1 景観調査（ドローン撮影） 

(1) 調査結果 

撮影した画像などは図 4-1、図 4-2のとおりであり、ササ類、トドマツ、ハイイヌガヤなど対象物を判読でき

る精度であった。 

 

 
ササ類（林床) 

 

ハイイヌガヤ（林床） 

 

トドマツ 

 

図 4-1 景観調査で撮影した空中写真の樹種判読状況 
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図 4-2 景観調査で撮影した空中写真 
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4-2 林況調査 

(1) 調査結果 

既存資料において追加指定地及び周辺部で毎木調査が実施されている群落は表 4-1に示すとおりである。 

追加指定地の調査箇所は図 4-3 に示すとおり、今回調査した群落はハルニレ林（No.1）、ミズナラ林（No.2）

とした。 

 

表 4-1 既存資料で毎木調査を実施している群落 

調査箇所 群落名 調査箇所数 備考 

追加指定地 ミズナラ群落 1  

 シラカンバ-ミズナラ林 3  

 カラマツ植林 1  

 トドマツ植林 1  

追加指定地周辺部 ミズナラ群落 5 
既指定地 4箇所 

（59、60林班各 2箇所） 

 ヤチダモ-ハルニレ群落 2  

 ハルニレ-ヤチダモ林 1  

 ハルニレ林 1  

 コナラ林 1  

 カラマツ植林 1  

 トドマツ植林 1  

※：群落の名称は各既存資料の名称をそのまま使用した 

 

 

図 4-3 林況調査箇所（既存資料調査箇所を含む） 

 

1) No.1（ハルニレ林） 

確認樹種はハルニレが最も多く、他にアサダ、ミズナラ、ノリウツギが混生していた。 

胸高直径は平均 26.2cm、最大 53.8cm（ミズナラ）であった。樹高は平均 10.3m、最大で 14.5m（ハルニレ）で

あった。林床はササ類が生育していた。 

胸高直径階別にみると、30～40㎝の樹木が多く、50㎝を超える大径木が 1本生育していた。 

 

図 4-4 構成樹種（本数）及び胸高直径別頻度（No.1 ハルニレ林） 

 

2) No.2（ミズナラ林） 

確認樹種はミズナラが最も多く、次いでシラカンバが 6本、他にハウチワカエデ、エゾイタヤ、アオダモ、ホ

オノキ、シナノキが混生していた。 

胸高直径は平均 24.8cm、最大 58.5cm（ミズナラ）であった。樹高は平均 11.6m、最大で 16.0m（ミズナラ、シ

ラカンバ）であった。林床はササ類が生育していた。 

胸高直径階別にみると、10～20 ㎝の樹木が最も多かった。先駆性樹種のシラカンバの比率も高いことから、

二次的に成立した林分であることがうかがえる。 

 

 

図 4-5 構成樹種（本数）及び胸高直径別頻度（No.2 ミズナラ林） 
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4-3 植生素図作成 

(1) 調査結果 

追加指定地の植生区分は表 4-2、図 4-6に示すとおり、4区分、7群落に分類した。 

追加指定地の植生は主に東側の丘陵地にはミズナラ林が、沢沿いにはハルニレ林が分布していた。 

丘陵地には胸高直径 10～20㎝の樹木が多いこと、シラカンバが多いことから二次林であると考えられる。 

一方、沢沿いは比較的胸高直径の大きい樹木が多く、地形的に伐採を免れた可能性もあり、丘陵地の樹林と比

較して自然度は高いと考えられる。これら落葉広葉樹林内では、イチイやトドマツといった常緑針葉樹も散見さ

れた。 

中央部～西側にかけては、カラマツやトドマツの植林地や耕作跡地が広がっていた。 

トドマツ植林地では、約 2/3以上が風倒被害を受け、風倒木が残置されていた。 

 

表 4-2 追加指定地の植生区分 

区分 No 群落名 

落葉広葉樹林 
1 ミズナラ林 

2 ハルニレ林 

草地 3 ササ草地 

植林地 

4 トドマツ植林 

5 カラマツ植林 

6 風倒被害地 

その他 7 耕作跡地 

 

 

図 4-6 追加指定地の植生素図 

 

 

4-4 トドマツ及びササ類分布 

(1) 調査結果 

追加指定地のトドマツ及びササ類の分布状況は図 4-7に示すとおりである。 

ササ類は幼稚園敷地（やかましの森）や植林地、沢地（谷地）の一部を除き、追加指定地内で広範囲に分布し

ていた。生育するササ類はほとんどがチシマザサで、草高・密度が高かった。 

トドマツは植林地付近では実生や幼木がみられ、更新しているものと思われる。 

植栽由来ではない可能性があるトドマツは追加指定地東側の丘陵地上に散在してみられた。 

トドマツは主にササ林床の林分で更新していることがうかがえた。 

 

 

図 4-7 追加指定地のササ類及びトドマツ分布状況 

 

4-5 クマゲラ利用木の確認 
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5. 指定地内のトドマツの位置 

5-1 調査結果 

(1) 追加指定地 

画像解析による抽出結果に空中写真の目視での判読でトドマツの立ち位置を割り出した結果と合わせた結果

は図 5-1に示すとおりである。 

追加指定地はトドマツ植林地以外でトドマツは少なく、生育箇所も限られていた。 

それらの結果からトドマツが天然更新した可能性のある箇所を現存量把握のための調査候補地として示した。 

 

 

図 5-1 針広混交林へ移行するための後継木、母樹となるトドマツの分布位置 

 

(2) 既指定地 

画像解析による抽出結果に空中写真の目視での判読でトドマツの位置を割り出した結果と合わせた結果は図

5-2から図 5-4に示すとおりである。 

既指定地の 3林班（59、60、63林班）では、トドマツは多くなかった。 

59林班はトドマツが非常に少なく、ほぼ単木しかみられなかった。60、63林班については、単木が多いもの

のごく一部にトドマツが集中している箇所がみられた。 

 

画像解析により概ね既指定地内のトドマツの分布について把握できたと考えられるが、画像解析で検出でき

なかった例、落葉広葉樹やササ類などトドマツではないものを検出した例が散見された。今後、精度の向上のた

めの教師データの品質の向上と SSD など別のディープラーニングによる画像分類との比較を行い最適なモデル

を採用するなどが課題である。 
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図 5-2 59林班の空中写真及びトドマツの分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 60林班の空中写真及びトドマツの分布 
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図 5-4 63林班の空中写真及びトドマツの分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 既存資料収集調査 

6-1 収集した資料 

本調査で収集し、整理した既存資料は表 6-1に示すとおりである。 

 

表 6-1 収集文献一覧 

No 文献名 

1 江別の自然を訪ねる（江別市教育委員会編, 2003. 江別ガイドブックシリーズ, 2: 5-8） 

2 野幌丘陵とその周辺の自然と歴史（北海道開拓記念館編, 1981. 北海道開拓記念館研究報告. 6: 25-42） 

3 野幌原始林の成り立ちと推移（春木雅寛・東三郎, 2018. 北林研, 66: 11-14） 

4 野幌森林公園のため池および周辺の水生植物相（山崎真実・上村純平ほか, 2017. 北海道博物館研究紀要, 2: 61-82） 

5 
野幌森林公園地域の種子植物相（2）（水島未記・野幌森林公園植物調査の会, 2020. 北海道博物館研究紀要, 5: 63-

126） 

6 
野幌森林公園地域の種子植物相（水島未記・野幌森林公園植物調査の会ほか, 2018. 北海道博物館研究紀要, 3: 79-

118） 

7 H30 きたひろしま総合運動公園外環境調査委託（北広島市・日本データーサービス株式会社, 2018.） 

8 R1 きたひろしま総合運動公園外環境調査委託（北広島市・日本データーサービス株式会社, 2019.） 

9 札幌北広島自転車道線 自転車道整備工事環境調査 報告書（北海道札幌土木現業所，2000.） 

10 国土地理院撮影の空中写真(1976年撮影）(国土地理院ホームページ https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1) 

11 
自然環境調査 Web-GIS（特定植物群落、巨樹・巨木林）（環境省自然環境局生物多様性センター，

http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html） 

12 日本の重要な植物群落 II北海道版（環境庁編, 1988. 大蔵省印刷局） 

13 北広島市史（北広島市史編さん委員会編, 2007. 北広島市） 

14 北海道石狩国野幌森林の植物学的研究（舘脇操・五十嵐恒夫,1973. 札幌営林局） 

15 野幌試験地閉庁記念しおり（農林省林業試験場北海道支場, 1972） 

16 天然記念物調査報告 北海道の植物に関するもの（三好学,1920. 史跡名勝天然記念物調査報告, 19） 

17 平成 30年度市道共栄南 1号線林況調査委託報告書（日本データーサービス株式会社, 2019） 

18 令和元年度市道北進通線林況調査委託報告書（北広島市・日本データーサービス株式会社, 2019） 

※Noは収集順 
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6-2 野幌原始林の変遷 

収集した資料によれば、明治期から現在までの変遷の概要は表 6-2に示すとおりである。 

 

表 6-2 野幌原始林の変遷 

年 代 内容 

明治 41年（1908年） 内務省所管林業試験場 創設（江別村字志分別） 

大正 10年（1921年） 試験林のうち天然保存区が史跡名勝天然記念物に指定 

（国有林 24、25、38、23、54、55林班） 

材積の半分以上がトドマツ 

戦中・戦後（第二次世界大戦） 

（1941年～1945年（日本参戦）） 

物資不足を補うため江別側指定地での木材伐採が行われる 

昭和 25年（1950年） 文化財保護法が制定 

昭和 29年 8月 11日（1954年） 文化財保護法により特別天然記念物に格上げされる 

 

同年 9月 洞爺丸台風による風倒により、指定地のトドマツの 

多くが被害を受ける 

昭和 34年（1959年）及び 

昭和 37年（1962年） 

指定地の一部解除により、現在の国有林（石狩森林計画区 石狩

森林管理署）59、60、63林班に縮小される 

令和元年 10月 16日（2019年） 特別天然記念物の追加指定 

 

 

図 6-1 大正初期の野幌原始林 

 

 

(1) 天然記念物指定に伴う調査報告（大正 10年（1921年）） 

・本森林は、石狩の平原に残れる唯一の広大な原生林で、平坦な耕作地帯の中で太古以来の原生状態が存在す

るのは、一大奇観といえる。 

・林内には緩やかな高低があり、低所では草木の発生が特に盛んである。 

・樹木は針葉樹、広葉樹の両方が種類豊富であるが、全林を通じてトドマツが最も多く壮大な純林をなしてい

る所がある。 

・広葉樹の中で大木になるのは、ハリギリ、カツラ、ミズナラ、シナノキである。また、クリ、コナラ、イタ

ヤカエデ、ホオノキ、ミズキ、ナナカマド、コシアブラ等が混生する。さらに、蔓木蔓草も多く、サルナシ

やヤマブドウの類が樹冠の高いところに巻き付いている。 

・林床にはねまがりだけ（チシマザサ）が密生し、高さは人の背を超える。また、巨大なふき（アキタブキ）

やその他種々の花々が叢生し、花園のような景観を呈している所がある。 

・低所の湿地には広葉樹が多く、高所にはこれに反して針葉樹が多い。これは、樹木の種類によって水に対す

る要求の多少に応じて、自らが分布を異にしているものである。 

 

 

図 6-2 天然記念物指定当初の野幌原始林状況 

 

引用：天然記念物調査報告 北海道の植物に関するもの（三好学,1920. 史跡名勝天然記念物調査報告, 19） 

 

 

 

 

 

現在の追加及び既指定地付近 

JR北広島駅 

JR千歳線 

JR千歳線 
JR野幌駅 

JR函館本線 
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(2) 昭和中期（1970年代） 

・1970年の調査時点でトドマツの純林状をなす箇所はほとんどみられなかった。 

・トドマツ優占及び広葉樹との混生林において、下層にトドマツ後継木はほとんどみられなかった。 

・1982年以降の調査においても、トドマツの衰退が進み残存林や残存群が局所的にみられるのみである。 

・広葉樹林内においては、林床はササやハイイヌガヤが優占して暗く、トドマツは種子散布からの定着がほと

んどできない状態であるため、世代交代することなく衰退していくと考えられる。 

・ササはどのタイプの樹林においても林床に優勢である。 

 

引用：野幌原始林の成り立ちと推移（春木雅寛・東三郎, 2018. 北林研, 66: 11-14） 

 

なお、1976 年撮影の空中写真（国土地理院ホームページ）より、追加指定地については東側が落葉広葉樹林

（部分的にトドマツ、カラマツの植林あり）、西側の大部分は耕作地、カラマツ植林、トドマツ植林であった。

また、この空中写真から植林地以外でのトドマツの単木や後継木は確認できなかった。 

 

 

図 6-3 昭和 51年（1976年）撮影の空中写真からみた追加指定地 

（国土地理院ホームページ https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1より） 

 

(1) 昭和 48年（1973年）に実施された既指定地における帯状区調査 

舘脇ら（1973）が原始林指定地内に設定した帯状区（a、e、f、d）について、調査当時と空中写真の判読によ

り現在の植生と簡単に比較した。 

その結果、以下の傾向がみられた。 

・トドマツが衰退して落葉広葉樹が優占している。 

・樹木と樹木の間にササ類（おそらくチシマザサ）が生育している。 

・昭和 48年（1973年）当時に亜高木層にあった落葉広葉樹が生長したものと推測される。 

・落葉広葉樹林に遷移が進んでいる。 

 

昭和 48 年調査当時の植生概要図、胸高直径階別本数は図 5-8、表 5-5 に示すとおりである。加えて、各帯状

区の位置をドローン撮影の空中写真に重ねた結果を図 5-9（帯状区 d）に示した。 

 

 
図 6-4 昭和 48年（1973年）帯状区調査位置（舘脇ら，1973） 

 

【帯状区 d】59林班（トドマツーチシマザサ基群集） 

 

図 6-5 帯状区 dの植生概要図              図 6-6 帯状区 dの空中写真 

表 6-3 帯状区 d の胸高直径階別本数  （黄色のプロットは目視により判読したトドマツ生立木の位置） 

 

カラマツ植林 

トドマツ植林 

カラマツ植林 

カラマツ植林 

トドマツ植林 
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6-1 野幌原始林での確認種 

既存資料において、野幌原始林及びその周辺で確認された各分類群の確認種、重要種の種類数は表 6-4に示す

とおりである。 

また、野幌原始林で確認された特筆すべき植生分布などとして巨樹・巨木調査の「ハリギリ」（樹高 19m、幹周

320cm）が報告されている。 

 

表 6-4 野幌原始林及びの周辺での既存資料での確認種概要 

分類群 種類数 
環境省 RL 

掲載種 

北海道 RDB 

掲載種 

重要種 
法規制指定種、 

環境省 RL、 

北海道 RDB、RL 掲載種 

植物 121科 902種 20科 34種 20科 32種 26科 52種 

哺乳類 11科 38種 4科 5種 5科 12種 5科 12種 

両生類 3科 4種 1科 1種 1科 1種 1科 1種 

爬虫類 5科 8種 - - - 

鳥類 39科 123種 11科 23種 11科 26種 12科 27種 

魚類 12科 31種 7科 11種 6科 9種 8科 14種 

昆虫類 123科 664種 5科 5種 10科 10種 11科 11種 

その他（甲殻類） 1科 1種 1科 1種 - 1科 1種 

 

 

7. 自然保護上重要な地域に関する検討（令和 3年度調査の課題） 

令和 2年度に開催した北広島市特別天然記念物野幌原始林調査委員会でも「今後、針広混交林を目指す」という

方向性となったことから、追加指定地のあるべき姿を針広混交林と仮定し、令和 3 年度調査の課題の抽出を行っ

た。 

 

・植物相調査で使用する植生区分 

植物相調査時に土地利用状況を考慮した環境区分での生育種把握のため確認種リストを分割する植生区分は

落葉広葉樹林（ハルニレ林）、落葉広葉樹林（ミズナラ林）、幼稚園利用地、植林地林、耕作跡地、ササ草地の 6

つの環境区分となった。 

 

・風倒被害地の状況確認 

風倒被害地において、風倒木の残置が植生遷移に及ぼす影響について評価するためプロットを設定してモニ

タリングを実施し、今後の更新計画の風倒木の残置、処理を検討することが望ましいと考えられる。 

 

・耕作跡地の状況確認 

追加指定地内には耕作跡地も含まれている。耕作跡地は木本類の更新地ともなり得るが、外来種が侵入・定着

することも十分考えられることから二次遷移を把握するためプロットを設置してモニタリングを実施し、管理

方法を検討することが望ましいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

・エゾシカ食害状況確認 

既存資料では追加指定地付近でエゾシカが確認されていた。加えて、令和 2年度 北広島市特別天然記念物野

幌原始林調査委員会でもエゾシカによる食害はトドマツを含め野幌原始林内の実生の生育阻害の大きな要因の

1つと考えられることから現状把握が必要との意見があった。 

そのため、補足的に調査区内でシカの食害を合わせて記録することが望ましいと考えられる。 

 

 

図 7-1 植物相調査で分割する植生区分 

1．ハルニレ林 

ササがやや薄く、沢も含むため

多くの植物の確認が期待できる 

2．ミズナラ林 

追加指定地を代表する植生で

ある 

3．耕作跡地 

二次遷移を観察できる箇所 

（侵入種） 

4．植林地 

人為植生や風倒被害箇所の植物

相を把握できる 

1 

2 

3 

4 

5．幼稚園敷地 

林床は草刈されており、外来種の 

侵入増加が懸念される 

6．ササ草地 

ササ類への他の植物の侵入状況の指標となる 


